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Ｊ
Ａ
や
さ
と
有
機
栽
培
部
会
は
有
機
農
業
の
確

立
を
目
指
し
て
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の
改
善

に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る
農
業
者
や
営
農
団
体
を
表
彰
す
る
「
第
五
二
回

日
本
農
業
賞
」
の
集
団
組
織
の
部
で
、
最
高
位
の

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
部
会
は
、
平
成
九
年

に
設
立
さ
れ
、有
機
農
産
物
の
レ
タ
ス
、ニ
ン
ジ
ン
、

ネ
ギ
、
き
ゅ
う
り
等
を
約
四
〇
種
類
生
産
し
て
い

ま
す
。有
機
栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り
は『
～
す
べ
て
は
、

「
安
全
・
安
心
」
な
農
産
物
を
求
め
る
消
費
者
の
た

め
に
～
』
を
合
言
葉
に
、
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
用
し
な
い
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
土
づ

く
り
に
こ
だ
わ
り
、
緑
肥
や
地
元
畜
産
農
家
か
ら

の
家
畜
糞
堆
肥
等
を
活
用
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
病
害
虫
へ
の
対
応

は
輪
作
を
基
本
と
し
、
防
虫
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
平
成
一
三
年
以
降
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

を
部
会
員
全
員
で
取
得
し
た
有
機
栽
培
を
現
在
も

続
け
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
新
規
就
農
研
修
が
で
き
る
「
ゆ

め
フ
ァ
ー
ム
」（
Ｊ
Ａ
や
さ
と
）、「
朝
日
里
山
フ
ァ
ー

ム
」（
石
岡
市
）
と
Ｊ
Ａ
、
行
政
機
関
等
が
一
体
と

な
り
有
機
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
て
お
り
、
研

修
終
了
後
に
は
Ｊ
Ａ
や
さ
と
有
機
栽
培
部
会
の
一

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
有
機
農
業

を
中
心
と
し
て
地
域
の
農
業
基
盤
を
維
持
し
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

JAやさと有機栽培部会の皆様

日本農業賞授賞式の様子

活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 を 実 現 し ま し ょ う ！



　

九
州
を
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
三

一
都
道
府
県
で
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

が
発
生
し
、
県
内
で
も
令
和
三
年
、

四
年
に
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

発
生
す
る
と
封
じ
込
め
が
困
難
な
た

め
、
十
分
な
防
除
対
策
に
よ
り
侵
入

を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す

　

本
病
の
病
原
体
は
糸
状
菌
（
カ
ビ
）

で
、
苗
床
や
本
圃
で
発
生
す
る
と
地

際
の
黒
～
褐
色
の
変
色
、
茎
葉
の
変

色
、
し
お
れ
、
枯
死
等
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
貯
蔵
中
の
塊
根
で
発
生
す

る
と
、
つ
る
に
近
い
側
か
ら
の
腐
敗

症
状
が
見
ら
れ
ま
す
（
写
真
）

　

防
除
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
持
ち

込
ま
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
残
さ

な
い
」
の
三
点
で
す
。
原
則
ウ
イ
ル

ス
フ
リ
ー
の
苗
を
使
用
す
る
こ
と
、

種
イ
モ
か
ら
採
苗
す
る
場
合
は
無
病

　

近
年
ス
マ
ー
ト
農
業
の
分
野
で
は
、

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
水
稲
栽
培
に

お
け
る
薬
剤
散
布
の
事
例
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

土
浦
地
域
の
水
稲
栽
培
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
は
主
に
薬
剤
散
布
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
実
証
試
験
で
は
、
液
剤

（
殺
虫
剤
）
散
布
で
一
〇
a
当
た
り

約
一
分
で
散
布
で
き
、
動
力
噴
霧
器

で
散
布
す
る
場
合
と
比
べ
る
と
約
九

〇
％
の
省
力
化
が
で
き
ま
し
た（
表
）。

　

コ
ス
ト
面
を
考
慮
す
る
と
、
延
べ

利
用
面
積
が
約
二
〇
h
a
以
上
だ
と

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
普

及
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
恵
水
」
は
茨
城
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
な
し
で
す
。
収
穫
始
期
は
、
満

開
後
一
三
五
日
～
一
四
〇
日
頃
で
あ

り
、
令
和
五
年
の
土
浦
管
内
で
は
、

八
月
二
二
日
頃
か
ら
収
穫
が
始
ま
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
五

年
は
、
異
常
な
猛
暑
に
よ
り
収
穫
が

前
倒
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
恵
水
」
の
収
穫
基
準
は
次
の
と
お

り
で
す
。
▼
収
穫
初
期
は
熟
度
基
準

三
と
し
、
果
面
の
黄
赤
褐
色
の
占
め

る
割
合
が
七
〇
％
以
上
と
な
り
、
て

い
あ
部
に
緑
色
が
残
っ
て
い
る
状
態

が
目
安
で
す
（
写
真
）。
▼
夏
季
の
高

温
等
に
よ
り
果
肉
先
熟
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
熟
度
基
準
三
よ
り
着

色
が
進
ん
だ
果
実
で
、
や
や
過
熟
気

味
の
果
実
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
随
時
試
し
割
を
行
い
、
収
穫

遅
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
▼

収
穫
期
後
半
は
熟
度
基
準
二
～
二
．

五
（
果
面
全
体
の
黄
赤
褐
色
の
占
め

る
割
合
が
四
〇
～
六
〇
％
）
で
の
収

穫
が
可
能
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
の
侵
入
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

な
し「
恵
水
」及
び

「
甘
太
」
の
収
穫

適
期
に
つ
い
て

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
水
稲
栽
培

に
つ
い
て

（写真）ていあ部に緑色が残る状態

写真　塊根の腐敗
出展：生研支援センターイノベーション創出強化研究
推進事業（01020C）および戦略的スマート農業技術
等の開発・改良（SA2-102N）令和４年度版マニュア
ル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」より
https://ibarakinews.jp/photo/16240247312107_1.jpg

ドローン 慣行法

液剤（殺虫剤） １. ２分 10 分（動力噴霧器）

粒剤 ２分 ８分（散粒器）

肥料 ６分 15 分（動力散布機）

表．散布方法による作業時間

※面積は 10a 当たりで、試験は約 30a の水田
で行いました。一筆の面積が大きいほど省力
化できます。

健
全
な
種
イ
モ
を
選
び
、
種
イ
モ
や

切
苗
の
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

栽
培
中
は
本
病
の
症
状
が
な
い
か

よ
く
観
察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見

ら
れ
た
ら
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

新
品
種
「
甘
太
」
は
独
立
行
政
法

人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究

機
構
果
樹
研
究
所
で
育
成
さ
れ
た
晩

生
品
種
で
、
高
糖
度
で
良
食
味
の
な

し
で
す
。

　

過
去
の
園
芸
研
究
所
の
「
甘
太
」

の
収
穫
始
期
の
満
開
後
日
数
は
平
均

一
五
九
日
で
す
。
令
和
五
年
の
土
浦

管
内
で
は
、
四
月
四
日
を
満
開
日
と

し
た
場
合
、
九
月
九
日
頃
か
ら
収
穫

が
始
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す（
最

大
誤
差
六
日
）。

　

実
際
の
収
穫
は
、
試
食
を
行
い
食

味
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
は
、
花
穂
が
伸
び

て
収
穫
が
近
づ
い
た
時
期
に
台
風
等

で
強
風
を
受
け
る
と
、
倒
れ
て
収
穫

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
株
が
傾
い

て
花
穂
が
曲
が
り
品
質
が
著
し
く
低

下
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の

防
風
対
策
に
つ
い
て

土浦普及センターだより

農 薬 を 適 正 に 使 用 し て「 農 作 物・ 生 産 者・ 環 境 」 の ３ つ の 安 全 を 守 り ま し ょ う。



土
浦
市

土
浦
ブ
ラ
ン
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

土
浦
市
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
及
び
加
工
品
で
、
土
浦
の
恵
み
と

し
て
人
を
結
び
つ
け
、
ま
ち
の
賑
わ

い
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
も
の
を
「
土

浦
ブ
ラ
ン
ド
」
と
認
定
し
、
多
く
の

方
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
三
八
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い

る
「
土
浦
ブ
ラ
ン
ド
」
か
ら
お
気
に

入
り
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
品
の
詳
細
及
び
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、

土
浦
市
Ｈ
Ｐ
や
添
付
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
す
み
が
う
ら
市

　

推
奨
品
「
湖
山
の
宝
」
と
は
、
当

市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
会
議
に
お
い

て
審
査
の
上
、
推
奨
品
と
し
て
認
証

さ
れ
た
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品

を
示
す
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

推
奨
品
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
域
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
こ
だ
わ
り

の
品
々
で
、
現
在
三
四
種
類
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
当
市
で
は
、
新
た
な
農
林

水
産
物
や
加
工
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
認
定
さ
れ
る
と
、
左
記
の
推
奨

品
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
三
年
有
効
・
更
新
あ
り
）

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
商
品
を
市
推

奨
品
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
「
湖
山
の
宝
」
公
式
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

石
岡
市

い
ち
ご
直
売
・
観
光
農
園
の
ご
紹
介

　

石
岡
市
は
各
地
で
い
ち
ご
の
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
は
一
四
店
舗
で
直
売
が
行
わ

れ
て
い
る
他
、
摘
み
取
り
で
新
鮮
な

お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

観
光
農
園
が
あ
る
た
め
、
県
内
外
か

ら
消
費
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
食
味
に
優
れ
る
茨
城
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」

を
導
入
し
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
直
売
は
一
二

月
か
ら
、
摘
み
取
り
は
一
月
か
ら
始

ま
る
予
定
で
す
。

現地での防風対策の様子現地での防風対策の様子

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

ＰＲ動画
ＱＲコード

認定品紹介
ＱＲコード

　

防
風
対
策
と
し
て
、
土
浦
地
域
で

は
近
年
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
防
風
ネ
ッ
ト
を
畑
の

周
囲
や
、
い
く
つ
か
の
畝
ご
と
に
設

置
す
る
こ
と
で
、
強
風
に
よ
る
倒
伏

や
折
れ
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
写
真
）。
令
和
二
年
一
〇

月
の
台
風
後
の
調
査
で
は
、
ネ
ッ
ト

設
置
区
で
は
収
量
や
品
質
の
低
下
が

抑
え
ら
れ
、
減
収
軽
減
効
果
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

防
風
ネ
ッ
ト
の
導
入
に
は
一
〇
ａ

あ
た
り
約
二
二
万
円
の
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
が
、
も
し
も
の
時
に
は
減

収
が
軽
減
で
き
、
コ
ス
ト
の
回
収
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
を
遮

光
ネ
ッ
ト
設
置
資
材
と
共
有
す
れ
ば
、

設
置
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
気
象
変
動
に
伴
う
災
害
が
増

加
し
て
い
る
近
年
、
も
し
も
の
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

土浦普及センターだより

農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う 。



農
業
三
士　

認
定
者
・
退
任
者
の
紹
介

土
浦
市　

飯
田　

公
巳　
氏　

露
地
野
菜
（
れ
ん
こ
ん
）

か
す
み
が
う
ら
市　

豊
﨑　

静
代　
氏　

水
稲

石
岡
市　

飯
村　

伸
一　
氏　

果
樹
（
な
し
）

　

今
年
度
、
三
名
の
方
が
農
業
経
営
士
・
女
性
農
業
士
と

し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

六
名
の
方
が
三
士
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
り
ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
経
営
士	

石
岡
市　
　
　
　
　

谷
田
部
貞
雄　

氏

青
年
農
業
士	

土
浦
市　
　
　
　
　

野
口　

重
典　

氏

	

石
岡
市　
　
　
　
　

鈴
木　

拓
也　

氏

	

石
岡
市　
　
　
　
　

酒
井　

寛
幸　

氏

	

か
す
み
が
う
ら
市　

坂　
　

嘉
隆　

氏

	

か
す
み
が
う
ら
市　

椎
名　

正
勝　

氏

　

高
い
生
産
技
術
を
持
ち
、
高
品

質
な
れ
ん
こ
ん
を
生
産
し
て
お

り
、
生
産
・
販
売
組
織
の
中
心
人

物
と
し
て
活
躍
。

　

米
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
行

う
ほ
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
広

報
コ
ン
サ
ル
等
多
方
面
で
活
躍
。

　

高
品
質
な
な
し
を
生
産
し
て
お

り
、
産
地
に
お
い
て
指
導
者
的
役

割
を
果
た
す
な
ど
、
産
地
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
。

農業経営士女性農業士

〇
農
業
学
園
の
紹
介

　

就
農
し
て
間
も
な
い
方
や
独
立
就
農
に
向

け
て
研
修
中
の
方
を
対
象
に
、
農
業
経
営
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
、
仲

間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
各
種
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
稲
敷
地
域
・
つ
く
ば
地
域
と

合
同
で
「
広
域
講
座
」
と
し
て
開
催
し
、
六

月
に
開
講
式
、
七
月
に
農
薬
適
正
講
座
を
開

講
し
ま
し
た
。

〇
６
次
化
コ
ン
テ
ス
ト

　

令
和
四
年
一
二
月
七
日
、
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
い
ば
ら
き
農
の
６
次
化
商

品
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
農
業
者
が
自
ら
生
産
し

た
農
産
物
を
原
料
と
し
て
加
工
、
販
売
し
て

い
る
商
品
を
対
象
に
、
各
方
面
の
専
門
家
が

総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

管
内
か
ら
は
、
株
式
会
社
ひ
の
で
や　

お

芋
屋
さ
ん
の
お
店
サ
ン
パ
タ
ー
タ
（
か
す
み

が
う
ら
市
）
が
出
品
し
た
「
お
芋
屋
さ
ん
の

焼
き
い
も
丸
ご
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
が
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
て
、
令
和
五
年
五
月
一
三
日
、

一
四
日
に
は
茨
城
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
」で
の
販
売
会
を
実
施
し
、

都
内
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
６
次
産
業
化

に
よ
る
農
業
経
営
体
の
所
得
向
上
に
向
け
て
、

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

〇
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　

当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管
内
の
女
性
農

業
者
を
対
象
に
、
経
営
者
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
向
け
た
学
習
会
及
び
交
流
会
「
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
先
輩
農
業
者
の
事
例
発
表

会
や
現
地
検
討
会
（
茨
城
県
園
芸
研
究
所
・

い
ち
ご
生
産
者
）、
加
工
研
修
会
（
魚
・
さ
つ

ま
い
も
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

時期 講　座　名
８月 【広域】有機・土壌講座
９月 【広域】れんこん講座
９月 【広域】ネギ講座
10月 【広域】農機メーカー視察研修
11月 【広域】東京市場見学
12月 【広域】農作業安全講座

１月 【広域】県南地域青少年プロジェクト合同発表会
２月 【広域】水稲育苗講座
２月 【閉講式】鳥獣害対策講座

土浦普及センターだより

茨城県農林水産部　公式Instagram（＠af f . i ba rak i _o f f i c ia l）フォローお願いします。


